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アモルファス（非晶質）物質の回折パターン



従来型CT

干渉性散乱CT



コントラストの比較
polymethyl methacrylate (PMMA)
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背景

• 干渉性散乱は，直接線に比べ強度が小さいため，CTの手法
を用いると被ばく線量が非常に大きくなる

• 高い平行性を持ったＸ線を被写体周囲に回転させることや，
被写体自体を回転させることは困難である

目的

検出器位置のみを変化させ，Ｘ線の行路に沿った任意の

位置からの散乱分布を推定する，干渉性散乱断層撮影

法を開発する



理論

Object 2
Object 1

Position AX-ray Position B

Detector



Maximum likelihood expectation 
maximization (ML-EM) algorithm
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検出器エレメントΔDiに入射する
Ｘ線光子の数

Ｘ線光子数NjがΔdiに入射する確率

2回目以降の推定値
を表す式



( ) ( )
( ) ( )LjHj

LjHi
ij dd

dDd
P

,,

,,

θθ
θ

−
−Δ

=

Ｘ線光子数NjがΔdiに入射する確率



Numerical simulations

PMMAWater
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Projection data
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Experiments

Polyethylene (PE)
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1 mm×1 mm 
photon beam

25 keV
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Polycarbonate (PC)

240 mm

The two plastic plate (10-mm thickness)

KEK PF BL-15B1



Polyethylene 
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Reconstruction position
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まとめ

• 被写体ー検出器間距離のみを変化させ，Ｘ線
の行路に沿った任意の位置からの散乱の分
布を推定する，干渉性散乱断層撮影法を開
発した

• 本手法ではＸ線源を回転させる，もしくは，被
写体を回転させる必要がない

• Ｘ線を照射するのは１方向のみであり，被ばく
線量を大幅に低減できる可能性がある

• スライス方向の分解能は今後の課題である
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